
入門用ロボットとして広く用いられてい
るライントレーサーだが、決して単純なも
のではない。白いフィールド上の黒いライ
ンをなぞる、もしくは黒いフィールド上の
白いラインをなぞるという、見た目にわか
りやすいルールから、ロボコンとしてのす
そ野が広いものの、全国規模のロボコン
「マイコンカーラリー」の例からもわかる
とおり、とても奥深いものでもある。
東洋リンクスから発売されるロボットキ
ット「F1ミニ」は、どちらかというと入門
用の部類にはいるが、意外と奥が深い。単
純にライントレースを楽しむこともできる
が、それよりも先に進むことが可能な仕様
となっている。
F1ミニのそうしたレベルの高さを端的
に表すのが、モータドライブ基板のはんだ
付けだ。それほど大きくないプリント基板
に、50を超える電子部品が乗せられる。も
ちろん、そのすべてを1つずつはんだ付け
していかなければならない。キット添付の

マニュアルを見れば、どのような部品をど
こにはんだ付けするのかは一目瞭然だが、
いわゆる初心者向けのロボットキットほど
逐一詳細にその説明がなされているわけで
はない。部品番号と部品の照らし合わせ
や、細かなはんだ付け作業などを考える
と、電子工作の初心者レベルではちょっと
大変かもしれない。はんだ付けを含む電子
工作の経験が、ある程度は必要となるだ
ろう。
ただ、モータドライブ基板のは

んだ付けに際して、それほど特別
な技術が必須なわけではない。電
子部品同士の間隔の狭いはんだ
付けを、線径1mm程度のはんだ
で行えるなら、問題なくモータド
ライブ基板を完成させられる。無
事に完成させられたかどうかは、
電源とGNDの間の抵抗値を計っ
たり、電源スイッチを入れたとき
のLEDの点灯状況で確認したり
できるようになっているので安心
だ。
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今回は、東洋リンクスのライン走行カー組み立てキット
「F1ミニ」の製作にチャレンジする。いわゆるライントレー
サーであるF1ミニは、ロボット製作の入門用として最適だ。
ただ、ロボコンとしてのライントレーサーが幅広いように、

一口に入門用といってもF1ミニは少しだけレベルが高い。
本格的なライントレーサーへの足がかりにもなるほどで、少
なくとも電子工作の経験はある程度必要だろう。

城井田 勝仁
き い だ　 かつひと

(「ロボマガ」記者）

ライン走行カー組み立てキット「F1ミニ」
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モータドライブ基板のはんだ付け
作業は細かく、慎重を要した

工作キットワールド

基板への電子
部品のはんだ
付けを終えた
ら、電池をセ
ットして動作
チェックだ。
LEDが流れる
ように点灯す
れば、モータド
ライブ基板は
完成だ。

基板上での電子
部品の間隔は狭
いので、はんだ
付けでは細めの
線径1mm程度
のものを使う。

「F1ミニ」の組み立ては、モータドライブ基板への電
子部品のはんだ付けから始まる。見ての通り、その
点数は少なくなく、作業は思った以上に細かい。


